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◎バチカンとイスラム指導者が対話促進へフォーラム 

 【ＣＪＣ＝東京】バチカン（ローマ教皇庁）が各国のイスラム指導者、知識人の代表を招き、カトリ

ックとイスラムの対話を促進するためのフォーラムを１１月４~６日、ローマの教皇庁立グレゴリアン

大学で開催した。 
 イスラム教の「聖戦（ジハード）」を批判したとされる一昨年の教皇ベネディクト十六世の発言で傷

ついた関係の修復が狙い。教皇は０６年９月１２日、かつて教鞭をとったレーゲンスブルグ大学を訪問、

学者・研究者たちに講義した際に「（預言者）ムハンマドがもたらしたのは邪悪と残酷さだけだ」とす

る中世ビザンチン帝国（東ローマ帝国）のマヌエル二世パレオロゴス皇帝の言葉を引用、「皇帝とペル

シャ人が１３９１年に交わした対話に関する書籍を読んだ。皇帝は対話の中でジハード（聖戦）につい

て言及した。宗教と暴力の関係について皇帝は『ムハンマドが新しくもたらしたものを私に見せよ。邪

悪と残酷さであり、彼が教えた信条を剣で広めたということだ』と語った」と講義している。 
 この発言にイスラム側の反発が高まった。１０月に入って、ヨルダンのガジ王子を中心に中東、東南

アジア、欧州など４３国のイスラム学者、イランのシーア派指導者ら１３８人が、教皇やプロテスタン

ト諸派、東方正教会などのトップに「同じ神への信仰と隣人愛を共有する両宗教の対話」を訴える公開

書簡を送り、今年３月、フォーラム開催が正式決定した。イスラム側の書簡への署名者はその後２７５

人にまで拡大している。 
 フォーラムではバチカンの諸宗教対話評議会議長ジャン＝ルイ・トーラン枢機卿と、ボスニア・ヘル

ツェゴビナのスンニ派イスラム法学最高権威、ムスタファ・チェリッチ大ムフティを代表とする双方そ

れぞれ２９人が「人間の尊厳」「信教の自由」などについて討議した。ヨルダン王立イスラム思想研究

所を主宰するガジ王子も加わった。 
 教皇は、バチカンで６日、フォーラムの参加者と会見、「人間の中心性と一人ひとりの尊厳、神から

の賜物であるいのちを尊重するという認識があってこそ、兄弟愛に満ちた世界を共に築くための基盤を

得ることができる」と強調。人間の尊厳と基本的権利を推進・擁護するために協力しながら、平和の未

来を共に築いていきたいと語った。 
 バチカン放送（日本語電子版）によると、教皇は基本的人権である信教の自由が守られるよう、世界

の政治・宗教リーダーらにアピールされ、宗教を理由にした暴力や差別・迫害は決してあってはならな

いと訴えた。 
 「神の名は、平和と友情、正義と愛の名」であると述べた教皇は、両宗教が調和と相互理解のメッセ

ージを言葉と行動を通して絶えず示していく必要を示し、過去の先入観を乗り越え、共通の未来に向か

って、特に若者たちの育成に努めながら、今後より広い対話を発展させていきたいとの希望を教皇は表

明した。 
 
◎米で同性婚禁じる住民投票、カリフォルニア州など可決 

 【ＣＪＣ＝東京】米大統領選が実施された１１月４日、同時に行われたアリゾナ、カリフォルニア、

フロリダ各州の住民投票で、同性結婚権の廃止を求めた州憲法改正案が可決された。米国内では多くの

州が法律で同性結婚を認めていない。一方、人工妊娠中絶や受精卵を使う胚（はい）性幹細胞（ＥＳ細

胞）研究を禁じるコロラド州の提案、妊娠中絶を原則禁止するサウスダコタ州の提案などは否決されて
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いる。 
 同性婚に反対してきた保守派のロビー団体、家族研究協議会のトニー・パーキンス氏は、ロイター通

信に「共和党が負けたが、伝統や道徳が拒絶されたわけではなかった。オバマ氏に票を投じたフロリダ

とカリフォルニアの２州で改正案が通ったからだ」と述べた。 
 カリフォルニア州では５月に州最高裁が同性婚を認める判決を下しており、今回の住民投票を受けて、

これまでに行われた約１万８千組の同性カップルの法的地位をめぐり議論が高まっている。 


